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(四)分 布上注意すべ き植物並 に保護すべ き箇所

Celtis  Leveillei Nakai in Bot. Mag. Tokyo XXVIII. (1914) p. 264 et 265

コバノテウセンエノ キ

本種はIgI2年 佛國のH.L6veill6氏 によりFedde氏 のRepert・rium第 十kに

濟州島産 の標本 をtypeこ してCeltisBungeanavar.heter・phyllaな る學名 にて初め

て紹介せ られた り。 從來朝鮮中部、 南部並に封馬の特産な りと考へ られ しも近時著

者 は北九州に相當廣 く分布 す るを知れ り。即 ち肥前 にては長崎市附近(千 葉 氏探集)、

黒髪山、多良村海岸 に産 し、 筑前にては沖ノ島、津屋崎ガ本演習林、 豊後にては租

母山麓神原 に産 す。然れこも本演習林内荒平、 飯盛、 上 ノ山の三團地に於け る如 く

多数生育す る所 を他 に見ず實 に珍 とするに足 る。 本種 は古生層の岩石地帯に生 じ一

見エノキに似 るも亜喬木 にして一米内外 にして結實す るもの稀 な らす、 葉は先端尾

状 に尖り 毛茸殆ん ど無 く、果柄 は長 く、樹肌は灰 自色に して彼の如 く粗雑 な らず。

Quercus  donarium Nakai, Fl. Sylv. Korea. III. f. 16. (1917) 1). 29

テ リハ コナラ

本種は1914年 中井博士により 智異山麓の鍵漢寺附近の山林 内に登 見せ られ 其後

朝鮮の南部、 中部、 封馬にも産するこご判明せ り。然れ ども九州本 土にては未だ産

す るを聞かず、 本演習林内飯盛 團地 に産 す るは珍 とし誇 うとす るに足 る。 本種は コ

ナ ラに比 し葉は大 形且長楕 圓形にして表面は深緑色を呈 し、光澤張 く、鋸歯は鏡 く、

内曲す。殼 斗は梢 々大形且梢 々深 く堅果叉短大 な り。

Palura Tanakana Nakai,  Fl. Sylv. Korea. XIII. t. IX. (1923) p• 34 

syn. Symplocos Tanakana Nakai in Bot. Mag. Tokyo XXXII. (1918) p. 227

ク ロ ミ ノ サ ノ・フ タ ギ

本種は高 さ十米直径二十糎 に も達す る亜喬木 に むて 樹皮 は灰 白色 を呈 し 千 シヤノ

キに似た う。 本種の分布は極 めて面 白 く北は佐渡島 より丹波 を経て 日本海側 を南下

し豊前、筑前、筑後、肥前(島 原半島迄)に 及び一方朝鮮海峡 をへだて 濟ゝ州島、全
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南、慶南 の地に分布 し完全に日本海側に限 らる。

Ostrya japonica Sargent in Gard. & Forest IV. f. 58  (I893) p. 383

ア サ ダ

本種は本州 にては 梢々普通なる落葉喬木 なるも 九州 にては一般 に九州中央 山脈 に

限 られ低地 に見るは稀 な り。然 るに本演習林 内新建、生 ケ谷(植 生圖蓼照)に 産す、

殊に生 ヶ谷にあ りては カギカヅラの如 き暖地性 の植物 と混生 し極めて良好 な る生育

をなすは奇異の戚 あ り。.

Debregeasia edulis Wedd. in Arch. Mus. Paris, IX. (1856) p. 462

ヤナギイチゴ

本種は南支那、臺湾 等 に廣 く分布 する二米以下 の灌木 にして九州南部 より本州中

南部 迄分布す る竜日本海側北九州 には極めて少 く著者の知れ る範囲 にては 門司牛島

に分布 するの外未だ本演習林以外 に産す るを聞かず。

Actinidia rufa Planchon ex Miquel in Ann. Mus. Bot. Lugd. Batav. II. (1867) 

 p.  15 

 syn. Actinidia callosa Lind. var. rufa Makino in Bot. Mag. Tokyo XV. (1901) 

P. 147

ナ シ カ ヅ ラ

本州中南部 以南琉球迄分布 する藤本に して 北九州 にては 海岸島喚並 に近海林地に

稀 に産するも本演習林内荒平團地 の如 き海岸 を猿 ざか る林 内に見 るは面白 し。

 Cudraniä cochinchinensis Kudo et Masamune var. gerontogea Kudo et 
Masamune, Plantarum Formosanarum I. (1932) p. 27 

  syn. V aizieria coclzinclzinensis Lour. var. gerontogea Nakai in Bot. Mag. Tokyo 

       XLI. (1927) p. 515

カクワツガユ

本攣種は南支那、藁灘、 琉球、 九州南部 より太平洋岸 に洛ひ土佐國迄北上す るも

日本海側北九州 地方にては稀 な り。 本演習林 内の上 ノ山、 新建の両 團地に生ず、殊



に新建團地に産するは幹の直径十糎 内外 に達 し、 十歎米 の上方 に梁縁 し、 當地方に

ては稀 に見 る老木 にして保存の債値充分 な う。

Stephanotis japonica Makino in Bot. Mag. Tokyo VI. (1892) p. 53

シ タ キ サ ウ

ガガイ毛科 に属す る藤本 にして 藁灘、 琉球、 九州南部、 土佐、 紀州 に分布 す る

も 九州南部 より突然筑前國に飛んで現はれ るは分布上面白し。 當地方にては立花 山

塊並 に福智山 方面 に限 られ、 本演習林 にては新建團地 の杉造林地附近 に生 じ梢々稀

な う。

Anodendron affine Nakai,  Trees & Shrubs Jap. ed. 2, I. (1927) p. 416

サ カ キカヅ ラ

本種に南支那 ・臺湾 ・ 九州・四國・紀州に分布 する藤本 にして北九州 にては稀 な

り。本演習林 内荒平、上 ノ山、大倉(御 手洗水)の 三團地に生育す。荒平 には直径五

糎以上に達す るものあbて 當地方稀 に見 る生育振6を 示 す。

Elaeagnus hypo-argentea  Hatusima, sp. nov.

ウ ラギンツルング ミ(新 稽)

本種 は ツルグ ミに近 きも葉 は狭 小にして裏面銀 自色 を呈 し、 募筒は短大 なるを特

徴 とす。福岡 市近郊の山地 に生 じ稀 な り。 本演習林内新建團地に生 じ、 幹の直径根

元附近 にて十糎 内外に達 し十数米 の上方 に禁縁 す。

Cinnamomum pedunculatum Nees var. lancifolium  Hatusima, var. nov.

ホ ソバ ヤ ブ ニ ク ケ イ,

本種 は元來葉形 の廣狭 に相當の変化 をなすも本攣種はその極端品に して 果枝の葉

は披針形 にして普通品に比 し遙かに小形な り。

保護すべき箇所

荒平團地 に於ける谷間の林道 に浩 ひた る北半部の急斜面の潤葉樹林(植 生圖参照)

には小面積なるに拘は らず ヤナギイチゴ、 ヤマヒ㌧・、 ナ シカヅラ・ サカキカヅラ・



ホウ ライ カヅ ラ、 キ ジヨ ラ ン、 ッルレカウ ブ、 クノレマ シダ、 ア ヲガネ シダ、 カギ カヅ

ラ、 ナ ガバ ノ ヤブ ソテ ツ、 コバ ノテ ウマ ンエ ノキ、 イハ ヒメ ワ ラビ、 タ イ ミンタチ

漣 ナ、 イ ブ キシダ等 當 地方稀 に見 る暖 地性植 物並 に珍奇植 物 多 きを以 て適 當 の方法

に よ う保 護 す るを要 す 。

(五)演 習林産植物数の統計

a.系 統分類上の統計

今演習林産植物数の統計を示せば次の如し。

b.生 活形上の統計


